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序
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中
世
奥
羽
の
霊
場

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
書
で
扱
う
中
世
の
霊
場
と
は
、
中
世
に
生
き
た
人
々
を
救
済
し
信
仰
を
集
め
た
、
神
仏
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
土
地
、
神
社
・
仏
閣
な

ど
の
神
聖
な
地
で
あ
り
、
参
拝
・
納
経
・
納
骨
な
ど
の
宗
教
的
行
為
が
営
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。
中
世
奥
羽
に
は
多
く
の
霊
場
が
あ
り
、

考
古
学
・
文
献
史
学
・
思
想
史
・
民
俗
学
な
ど
の
視
点
か
ら
分
析
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
発
見
・
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
本

稿
で
は
そ
の
概
要
を
資（
史
）料
に
拠
り
な
が
ら
整
理
し
た
い
。

　
霊
場
研
究
の
先
覚
者
中
野
豈
任
は
板
碑
・
五
輪
塔
な
ど
の
石
造
物
、
塔
婆
、
埋
経
、
納
骨
な
ど
極
楽
往
生
の
た
め
の
呪
的
儀
礼
行
為
に

よ
り
残
さ
れ
た
モ
ノ（
信
仰
遺
物
・
石
造
物
の
紀
年
銘
等
）資
料
に
注
目
し﹇
中
野 

一
九
八
八
﹈、
佐
藤
弘
夫
は
全
国
を
通
覧
し
て
霊
場
の
特
質

を
整
理
し
た﹇
佐
藤 

二
〇
〇
三
﹈。
さ
ら
に
時
枝
務
は
寺
院
跡
・
神
社
跡
、
宿
坊
・
居
館
、
周
縁
部
の
経
塚
・
墓
地
・
納
骨
遺
構
な
ど
の
個

別
遺
跡
・
遺
構
の
時
系
列
複
合
的
把
握﹇
時
枝 

二
〇
〇
九
﹈を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
霊
場
を
探
る
て
が
か
り
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
ま
で
発
見
・
評
価
さ
れ
て
き
た
中
世
奥
羽
の
霊
場
で
あ
る
が
、
入
間
田
宣
夫
・
大
石
直
正
は
多
賀
城
と
松
島
を
中
心
と
す
る
地
域

に
注
目
し﹇
入
間
田
・
大
石
編 

一
九
九
二
﹈、
伊
藤
清
郎
は
羽
黒
山
と
出
羽
三
山
・
羽
州
金
峰
山
・
鳥
海
山
と
飛
島
・
蔵
王
山
・
御
所
山（
船
形
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山
）・
白
鷹
丘
陵﹇
伊
藤 

一
九
九
七
﹈、
佐
藤
弘
夫
は
中
尊
寺
・
立
石
寺
・
黒
石
寺
・
恐
山﹇
佐
藤 

二
〇
〇
三
﹈、
さ
ら
に
は
石
造
物
で
あ
る
板
碑

﹇
佐
藤 
二
〇
〇
五
﹈に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
東
北
中
世
考
古
学
会
で
は
第
11
回
大
会
に
霊
場
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
大
会
を
行
い
、
平
泉
・
松
島
・
名
取
熊
野
社（
宮
城
県
）・

瑞
巌
寺
・
国
見
山
廃
寺
・
恵
日
寺
・
立
石
寺
・
名
取
熊
野
の
板
碑
・
北
上
川
流
域
の
霊
場
・
出
羽
国
北
部
の
古
代
城
柵
・
津
軽
阿
闍
羅
山

周
辺
・
北
上
川
流
域
の
板
碑
な
ど
の
個
別
事
例
に
つ
い
て
討
議
を
深
め
た﹇
東
北
中
世
考
古
学
会 

二
〇
〇
六
﹈。
ま
た
、
狭
川
真
一
を
研
究
代

表
と
す
る
中
世
墓
資
料
集
成
研
究
会
の
手
に
よ
り
、
東
北
地
方
の
中
世
墓
が
集
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る﹇
中
世
墓
資
料
集
成
研

究
会 

二
〇
〇
四
﹈。
個
別
論
文
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
霊
場
と
し
て
、
ジ
ャ
ガ
ラ
モ
ガ
ラ﹇
川
崎 

一
九
八
九
﹈、
正
法
寺
と
周
辺﹇
佐
々
木 

二
〇
〇
四
﹈、
大
門
山
遺
跡﹇
千
々
和 
一
九
九
一
﹈、
高
清
水
善
光
寺﹇
佐
藤
正 

二
〇
〇
一
﹈な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
発
見
・
評
価
さ
れ
て
き
た
中
世
霊
場
は
、
現
在
ま
で
信
仰
が
継
続
す
る
事
例
と
信
仰
が
継
続
し
な
い
事
例
と
に
お

お
ま
か
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
現
在
の
景
観
と
信
仰
を
遡
る
形
で
資（
史
）料
と
信
仰
を
複
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
べ
て

が
中
世
に
遡
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
期
的
な
変
化
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
後
者
の
多
く
は
遺
跡
で
あ
り
、
残
さ

れ
た
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
1
　
中
世
の
立
石
寺

　
最
初
に
中
世
霊
場
と
し
て
日
本
国
内
に
広
く
知
ら
れ
、
か
つ
現
在
ま
で
信
仰
が
継
続
す
る
山
形
県
山
形
市
山
寺
立
石
寺（
写
真
1
）を
例

と
し
な
が
ら
霊
場
の
実
情
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
霊
場
と
し
て
の
立
石
寺
信
仰
の
成
立
過
程
を
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
的
変
化
を
内

包
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
い
。

　
立
石
寺
は
貞
観
二
年（
八
六
〇
）慈
覚
大
師
円
仁
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
天
台
宗
の
霊
場
寺
院
で
あ
り
、
単
に
山
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
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る
。
中
心
地
区
は
国
史
跡
・
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
第
三
紀
に
属
す
る
凝
灰
岩
層
を
基
盤
と
し
、
百
丈
岩
を
中
心
に
左
右
に
屛
風
を

広
げ
た
よ
う
に
巨
大
な
露
岩
が
連
な
り
、
そ
の
間
に
寺
院
が
営
ま
れ
る
。
露
岩
に
は
風
食
に
よ
る
ハ
チ
の
巣
状
の
大
小
凹
凸
が
刻
み
込
ま

れ
、
怪
異
で
す
ら
あ
る
。
露
岩
の
膝
下
に
は
奥
羽
山
系
に
源
を
発
す
る
清
流
立
谷
川
が
西
へ
と
流
れ
、
陸
奥
と
出
羽
両
国
を
結
ぶ
主
要
街

道（
最
短
路
）で
あ
る
二
口
街
道
が
東
西
へ
と
伸
び
る
。

　
ま
ず
霊
場
の
根
幹
を
な
す
慈
覚
大
師
円
仁
と
天
台
寺
院
立
石
寺
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。
慈
覚
大
師
が
こ
の
地
に
巡
錫
し

た
こ
ろ
、
こ
こ
は
磐
司
磐
三
郎
と
い
う
マ
タ
ギ（
狩
人
）の
住
処
で
あ
り
、
磐
司
磐
三
郎
は
慈
覚
大
師
と
対
面
石
で
対
座
し
一
山
を
譲
っ
た

と
い
う
。
磐
司
磐
三
郎
は
一
人
で
あ
る
と
も
兄
弟
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
柳
田
國
男
は
立
石
寺
の
『
山
立
根
本
之
巻
』
に
よ
り
な
が

ら
「
…
磐
神
は
す
な
わ
ち
岩
の
神
で
…
」
あ
る
と
見
て
い
る﹇
柳
田 

一
九
二
八
﹈。
慈
覚

大
師
を
立
石
寺
に
引
き
寄
せ
た
神
た
る
磐
司
の
磐
は
百
丈
岩
で
あ
ろ
う
。
立
石
寺
は
正

嘉
元
年（
一
二
五
七
）に
常
陸
国
で
記
さ
れ
た
『
私
聚
百
因
縁
集
』
に
「
タ
テ
イ
シ
テ
ラ
」

と
注
記
さ
れ
る﹇
竹
田 

一
九
八
六
﹈。
誉
田
慶
信
は
こ
の
百
丈
岩
を
立
石
寺
で
最
も
神
聖

な
空
間
で
あ
っ
た
と
見
る﹇
誉
田 

一
九
九
五
﹈。

　
さ
ら
に
磐
司
磐
三
郎
が
慈
覚
大
師
に
一
山
を
譲
る
伝
承
は
、
存
立
地
域
の
宗
教
的
霊

性
は
天
台
宗
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
も
不
変
で
あ
る
こ
と
を
も
表
象
す
る
。
磐
司
磐
三
郎

は
開
山
堂
の
さ
ら
に
上
方
に
祀
ら
れ
地
主
神
と
な
り
、
磐
司
磐
三
郎
に
ち
な
む
シ
シ
踊

り
は
七
月
七
日（
旧
暦
）に
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
磐
司
あ
る
い
は
磐
三
郎
と
近
似
す

る
名
乗
り
を
有
す
る
山
岳
は
日
本
に
多
数
あ
り
、
と
く
に
東
日
本
に
多
く
狩
人
の
伝
承

と
繫
が
る﹇
柳
田 

一
九
二
八
﹈。
山
寺
の
磐
司
磐
三
郎
も
こ
う
し
た
者
た
ち
の
仲
間
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

写真 1　山寺立石寺（左より五大堂・開山堂・経堂）
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重
要
な
百
丈
岩
の
頂
に
は
経
蔵
、
一
段
降
り
て
如
法
経
碑（
現
在
は
秘
宝
館
）、
そ
の
直
下
に
慈
覚
大
師
入
定
窟
が
あ
る
。
山
麓
か
ら
は

開
山
堂
・
五
大
堂
を
含
ん
で
、
こ
の
重
要
な
要
素
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
も
っ
と
も
山
寺
ら
し
い
風
景
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
昭

和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）に
慈
覚
大
師
入
定
窟
の
学
術
調
査
が
行
わ
れ
た
。
中
に
は
金
棺（
平
安
時
代
・
国
重
要
文
化
財
）が
安
置
さ
れ
、
頭

部
を
欠
く
男
女
数
体
分
の
人
骨
と
と
も
に
、
頭
部
彫
刻
が
納
め
ら
れ
て
い
た﹇
山
形
県
文
化
遺
産
保
護
協
会 

一
九
五
〇
﹈。
川
崎
浩
良
は
円
仁
自

身
の
骨
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し﹇
川
崎 

一
九
五
〇
﹈、
鈴
木
尚
は
そ
の
中
の
第
5
号
人
骨
が
慈
覚
大
師
の
も
の
で
は
な
い
か
と

い
う﹇
鈴
木 

一
九
五
〇
﹈。
慈
覚
大
師
の
骨
と
考
え
ら
れ
る
土
葬
骨
は
、
慈
覚
大
師
が
比
叡
山
に
埋
葬
さ
れ
た
後
、
山
寺
立
石
寺
に
も
た
ら

さ
れ
た
と
い
う
伝
承
と
も
よ
く
合
致
す
る
と
い
う﹇
鈴
木 

一
九
九
八
﹈。
小
林
剛
は
金
棺
内
に
残
さ
れ
た
肖
像
彫
刻（
国
重
要
文
化
財
）は
仰
向

け
に
置
く
こ
と
を
意
図
し
て
、
頭
部（
首
）だ
け
が
造
ら
れ
た
平
安
時
代
初
期
の
作
で
あ
り
、
高
僧
の
面
影
を
持
ち
円
仁
自
身
そ
の
も
の
で

は
な
い
か
と
す
る﹇
小
林 

一
九
五
〇
﹈。

　
金
棺（
長
一
八
三
㌢
、
幅
五
〇
㌢
、
深
二
七
㌢
）は
、
ヒ
ノ
キ
造
り
で
黒
漆
を
塗
っ
た
後
に
金
箔
を
押
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
尊
寺（
金

色
堂
須
弥
壇
内
納
置
棺
・
国
重
要
文
化
財
）の
金
箔
押
木
棺
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
小
さ
い
。
初
め
か
ら
納
骨
を
目
的
に
造
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
小
林
剛
は
こ
の
棺
に
は
比
叡
山
で
掘
り
起
こ
し
た
慈
覚
大
師
の
骨
と
作
成
し
た
頭
部
彫
刻
を
入
れ
、
立
石
寺
へ
と
運
ん
だ
と

見
る﹇
小
林 

一
九
五
〇
﹈。
慈
覚
大
師
の
首（
頭
部
）が
出
羽
国
立
石
寺
に
あ
る
と
い
う
伝
承
は
鎌
倉
時
代
に
は
知
れ
わ
た
り
、
弘
安
三
年（
一

二
八
〇
）正
月
の
日
蓮
の
「
大
田
入
道
殿
御
返
書
」
に
は
「
世
間
に
云
、
御
頭
は
出
羽
国
立
石
寺
に
有
云
々
」
と
あ
る﹇
入
間
田 

一
九
八
三
﹈。

金
棺
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
木
製
五
輪
塔
婆
型
経
筒
は
、
塔
身
に
「
康
元
二
年（
一
二
五
七
）六
月
十
四
日
本
願
　
建
長
八
年
九
月
四
日
　

熊
野
御
山
夢
想
阿
彌
陀
經
ヲ
如
法
經
ニ
　
書
寫
ス
示
現
ノ
經
也
」
と
の
墨
書
が
あ
り
、
建
長
八
年（
一
二
五
六
）に
書
写
し
た
仏
説
阿
弥
陀

経
が
納
め
ら
れ
、
紀
州
熊
野
の
僧
に
よ
る
来
訪
と
納
入
を
知
る
。
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）の
根
本
中
堂
薬
師
如
来
坐
像（
国
重
要
文
化
財
）

銘
に
あ
る
、
大
勧
進
と
小
勧
進
聖
名
と
と
も
に
広
域
の
往
来
を
示
し
て
い
る﹇
竹
田 
一
九
八
六
﹈。

　
慈
覚
大
師
の
霊
場
で
あ
る
こ
と
は
信
仰
の
基
層
を
形
成
し
、
広
域
の
往
来
に
よ
っ
て
立
石
寺
の
霊
場
と
し
て
の
名
声
は
さ
ら
に
高
く
な


